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第13回日本公衆衛生看護学

会学術集会、名古屋・Web

〇柴田亜希，菊池宏，丹野祐美，伊草綾

香，黒澤恭子，関美雪，石﨑順子，服部

真理子

2025.1

中学校の体育的部活動に着目した障害事

例の検討‐学校等事故事例検索データ

ベースを用いた分析‐

共同
第13回日本公衆衛生看護学

会学術集会、名古屋・Web

〇関美雪，上原美子，柴田亜希，石﨑順

子，伊草綾香，丹野祐美，黒澤恭子，菊

池宏

2025.1

保健師として就業している卒業生のネッ

トワーク構築をめざしたキャリア支援の

実践

共同

小学校担任教諭におけるワーク・エンゲ

イジメントとジョブ・クラフティングと

の関連

共同

第21回日本ヘルスプロモー

ション学会 第13回日本産

業看護学会合同学術大会／

集会、東京

〇菊池宏，上原美子，関美雪，石﨑順子 2024.11

大学生における食育の認知度と学習機会

に関する研究
共同

第21回日本ヘルスプロモー

ション学会 第13回日本産

業看護学会合同学術大会／

集会、東京

〇吉藤恵里子，大久保菜穂子，石﨑順子 2024.11

IF対象誌 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ

（３）学会発表

乳幼児を持つ父親のワーク・ライフ・バ

ランスに関連する要因の検討
共同

第71回小児保健協会学術集

会、札幌

2024.6
日本地域看護学会第27回学

術集会、仙台・Web

第１子の乳児を育てる父親のワーク・エ

ンゲイジメントと仕事の資源との関連
共同

〇関美雪，柴田亜希，石崎順子，伊草綾

香，丹野祐美，黒澤恭子
2024.6

発表等年月

COVID-19の影響下における保健師学生

の卒業時の到達度による教育評価

―地域の健康課題の明確化と計画・立案

する能力に着目して―

共同

日本地域看護学会第27回学

術集会、仙台・Web

〇柴田亜希，石崎順子，丹野祐美，伊草

綾香，関美雪，服部真理子，黒澤恭子

養護教諭なんでも相談室

「健康日本21とは」
単著 あり

健学社､心とからだの健康

29(1)、42-44
石﨑順子 2025.1

これからの地域看護学－多様性と包括性

をふまえた看護実践に向けて

「健康の社会的決定要因と健康格差」

「労働と健康」

共著

◯関美雪，柴田亜希，石﨑順子，丹野祐

美，伊草綾香，黒澤恭子
2024.6

子ども・教職研究

8、3-9

中学校の体育的部活動に着目した障害事

例の検討ー学校等事故事例検索データ

ベースを用いた分析ー

共著 あり

関美雪、上原美子、佐藤玲子、

石﨑順子、柴田亜希、伊草綾香、

丹野祐美、黒澤恭子、菊池宏

2025.3

あり
朝倉書店、全192（担当：

34-37、42-45）

石﨑順子、編者：渡邉多恵子・関

美雪・望月宗一郎・佐藤美由紀・

小川純子・坂井志織

2025.3

（２）論文

論文の名称 単・共

氏名 石﨑　順子 部署 看護学科 職名 教授

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

経歴 2024年埼玉県立大学保健医療福祉学部看護学科教授

所属学会（役職）
日本公衆衛生学会、日本公衆衛生看護学会、日本地域看護学会、日本健康教育学会、

日本ヘルスプロモーション学会（監事）、日本健康運動看護学会

１．研究業績

（１）著作

研究分野 公衆衛生看護学

学位 博士（スポーツ健康科学）

学歴 順天堂大学大学院スポーツ健康科学研究科博士後期課程

査読 著者、編者名 発表等年月

学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印）
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15
公衆衛生看護の理念、対象、活動の場、活動方法の特性について、実

具体的事例を示しながら教授した。

小学校担任教諭におけるワーク・エンゲ

イジメントと仕事時間との関連
共同

第13回日本公衆衛生看護学

会学術集会、名古屋・Web

2025.3

文部科学省・日本学術振興会科学研究費

補助金（基盤研究（C））

子育て世代のスポーツ実施率向上

に向けた健康教育カリキュラムの

開発

研究分担者

研究期間

単・共

該当なし

発表者（発表者は○印）

公衆衛生看護展開論Ⅴ

（学校・産業保健）
〇 4

産業保健における看護職の役割について、具体的事例を提示しながら

教授した。

〇菊池宏，上原美子，関美雪，石﨑順子 2025.1

公衆衛生看護展開論Ⅳ

（感染症保健）
〇 8

保健所の感染症対策における保健師活動を中心に、感染症の発生およ

び感染拡大予防に対する支援の具体的展開方法について教授した。

３．教育業績

（１）講義

講義の名称 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

研究分担者

2021.4～2026.3

（４）その他

2020.4～2025.3

名称

Effec t of online exercise classes on the

physical fitness and community

development among older adults

共同
〇Ishizaki S, Saito S, Ishihara Y, Ishizaki

J, Machida S, Naito H

文部科学省・日本学術振興会科学研究費

補助金（基盤研究（C））

地域高齢者の運動教室参加によっ

て社会的フレイルを予防すること

はできるか？

研究名 研究代表者・研究分担者の別

発表場所等 発表等年月

（２）演習

演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

地区診断論 9 実習地域のデータを用いた演習を実施した。

公衆衛生看護技術Ⅲ

（事業評価）

公衆衛生看護技術Ⅰ

（個人／家族への支援）
〇 8 家庭訪問、健康相談の場における個人支援技術の演習を実施した。

公衆衛生看護技術Ⅱ

（集団／組織への支援）

地域看護学Ⅲ 9 事例を用いた在宅における看護過程展開の演習を実施した。

〇 8
集団を対象とした健康教育の展開過程について、実習地域の特性を踏

まえながら検討する演習を実施した。

8 地域診断に基づき新規事業を企画・提案する演習を実施した。

科目責任者

２．競争的資金等の研究

競争的資金等の名称

文部科学省・日本学術振興会科学研究費

補助金（基盤研究（C））

KDBデータベースシステム活用に

よる経年的血糖値変化の類型化と

関連要因の検討

研究分担者 2022.4～2025.3

埼玉県立大学研究開発センタープロジェ

クト

軽度に虚弱な高齢者に有効で普及

しやすいリエイブルメント・プロ

グラムの開発及び効果検証研究

研究分担者 2024.4～2027.3

公衆衛生看護学 〇

15th International

Conference on Frailty and

Sarcopenia Research,

Toulouse, France



1

2

3

4

1

2

1

1

2

3

4

1

2

3

4

5

6

7

8

1

1

委員等の名称

（５）その他

名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

該当なし

任期

博士論文 2024.4～2025.3 主指導（指導教員）

IPW実習

４．社会貢献活動

期間 主指導・副指導の別及び指導人数

越谷市保健衛生審議会 委員

さいたま市国民健康保険特定健康診査等実務者検討会

2023.12～2025.12

講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

埼玉県立大学

（２）国、自治体、学術団体等における委員等

①みんなで考えよう児童虐待

②リエイブルメント～本人が決める目標と意欲を引き出す

動機付け面談～

③学校と教師の特別支援教育の実践に学ぶ発達支援の観点

①2024.7

➁2024.10

③2025.3

国、自治体、学術団体等の名称

2024.6

2024.11

2023.8～2025.7

久喜市健康増進・食育推進会議 委員

オープンカレッジ講座

卒業生保健師勉強会「保健師交流会」

久喜市
子どもの発達に応じた事故予防対策

～安全な援助のために～

①相談支援の基本～事例を考えよう～

②保健師の専門性とアイデンティティの獲得

講演会、研修会、公開講座等の名称

令和6年度埼玉県新任保健師研修 埼玉県

久喜市ファミリー・サポート・センター

事故防止講習会

主催

久喜市地域医療推進協議会 委員 2023.3～2025.2

アドバイザー 2024.7～2025.3

さいたま市国民健康保険特定健康診査等実施計画推進検討会 委員

全国保健師教育機関協議会 北関東、甲信越ブロック委員長 2023.6～2025.6

日本ヘルスプロモーション学会 編集委員 2022.11～

2024.7～2025.3

2022.11～2025.10監事日本ヘルスプロモーション学会

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称

項目 相手方等 内容 期間

（４）その他

内容 年月

該当なし

該当なし

地域看護学実習 2024.10～12
訪問看護師および地域ケアシステムにおける看護職の役割について理

解が深まるよう指導した。

IPW実習の目的に沿ってチームのディスカッションが深まるよう、施設

ファシリテーターと協働し支援した。

名 副指導（指導補助教員） 1名

2024.8

（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

出張講座
埼玉県立熊谷

女子高等学校
看護学を志す高校生のための看護学入門 2025.1

（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）

公衆衛生看護学実習 2024.5～6
公衆衛生看護活動の特徴と保健師の支援方法について理解が深まるよ

う指導した。

①2024.6

②2024.12

（４）論文指導

対象

主指導 4名 副指導 名卒業論文 2024.4～2024.12

総合実習 2024.7
PDCAサイクルに基づく保健活動の展開について理解が深まるよう指導

した。
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５．学内運営

学生支援 保健師志望学生に対する就職活動支援 2024.4～2025.3

項目

大学広報活動 オープンキャンパス 2024.8

全学的委員会及びセンター業務等 地域連携委員会 2024.4～2025.3

学生支援 看護学科3年生担任・担任長 2024.4～2025.3

看護学科保健師助産師履修者選考委員 2024.4～2025.3

日本公衆衛生看護学会認定専門家（2024.4～2029.3）

該当なし

７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月

該当なし

８．特記事項

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

学科等における委員会等

内容 期間


